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本
稿
は
、『
品
物
名
数
抄
』（
文
化
七
年
〈
一
八
一
○
〉
刊
行
）
と
い
う
書
物
が
松
沢
老
泉
の
手
に
な
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
、『
品
物
名
数
抄
』
は
、
日
本
語
助
数
詞

に
関
す
る
注
目
す
べ
き
専
門
書
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
影
響
下
に
成
る
後
続
書
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、『
品
物
名
数
抄
』
を
翻
字
し
て
次
の
段
階
（
分
析
）
に
そ
な
え

た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
　
助
数
詞
、
松
沢
老
泉
、
品
物
名
数
抄
、
書
記
言
語
】

一
、
著
者
松
沢
老
泉

二
、
版
本
・
写
本

三
、
本
文
翻
字

四
、
考
察
１

五
、
考
察
２

六
、
お
わ
り
に

一
、
著
者
松
沢
老
泉

『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
）第
六
巻
に
は
、「
品
物
名
数
抄
」
と
し
て
次
の
二
項
目

が
並
置
さ
れ
て
い
る
（
八
五
八
頁
）。

品
物
名
数
抄
　

一
巻

博
物

松
沢
老
泉
　
＊
近
世
漢
学
者
著

述
目
録
大
成
に
よ
る

品
物
名
数
抄
一
冊
　

博
物
　

京
都
府
　

文
化
七
版
（
下
略
）

同
じ
書
名
で
あ
る
の
に
、
二
者
を
一
緒
に
せ
ず
、
別
項
目
と
し
た
の
は
、
二
者
は
相
異

な
る
書
物
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
国
書
基
本
デ
ー

タ
ベ
ー
ス（
著
作
編
）」
で
も
同
様
で
あ
る
。
後
者
の
版
本
は
各
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が

（
次
項
参
照
）、
小
泉
吉
永
編
著
『
往
来
物
解
題
辞
典
』（
二
○
○
一
年
、
大
空
社
）で
は
、

「【
作
者
】
不
明
」
と
し（
解
題
編
、
七
一
六
頁
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館（
史
料
編
纂

所
）・
京
都
大
学
附
属
図
書
館（
富
士
川
本
目
録
）・
東
北
大
学
附
属
図
書
館（
狩
野
文
庫
目

録
）な
ど
で
も
、
後
者
の
編
著
者
に
つ
き
、
あ
え
て
触
れ
な
い
。
編
著
者
不
詳
と
見
た
の

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
後
者
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
松
沢
老
泉

ま
つ
ざ
わ
ろ
う
せ
ん（
明
和
六
年
〈
一
七
六
九
〉
〜

文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉

(

１)

）の
著
述
で
あ
る
と
書
い
た
蔵
版
目
録
が
あ
る
の
で
、
結
局
、

二
者
は
同
一
書
と
認
め
ら
れ
る
。

松
沢
老
泉
と
は
、
勤
勉
・
奮
闘
を
貫
き
、
一
代
に
し
て
三
都
に
抽
ん
で
た
書
肆（
二
代

目
和
泉
屋
庄
次
郎
）と
な
り
、
ま
た
、
学
者
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
博
学
を
も
っ
て
出
色

の
書
誌
学
的
業
績
を
残
し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
き
、
井
上
和
雄
編
『
□

ひ
ん
ぶ
つ
め
い

す
う
し
よ
う

慶
長

以
来
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書
賈
集
覧（
２
）』
で
は
、

同

庄
次
郎
〈
松
沢
氏
　
慶
元
堂
　
宝
暦
―
明
治
／
初
代
は
庄
八
　
二
代
以
後
は
庄

次
郎
〉

と
の
項
目
の
も
と
に
、
小
畑
詩
山
の
『
慶
元
堂
記
（
３
）
』、
ま
た
、「
大
槻
如
電
翁
の
寄
書（
４
）」

を

引
い
て
い
る
。
そ
の
後
者
に
よ
れ
ば
、「
松
沢
老
泉

通
称
庄
次
郎

名
は
成
楊
（
和
雄
按

老
泉
名
は
麦
字
は
士
屑
成
楊
と
号
す
老
泉
は
其
晩
年
の
号
な
ら
む
）」
の
父
は
庄
八
、
泉

州
の
人
で
、
宝
暦
一
二
年
江
戸
神
田
佐
久
間
町
に
書
店
を
開
く
、
天
明
元
年
歿
す
、
時
に

老
泉
は
一
三
歳
で
、
父
の
業
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
向
島
で
紙
漉
を
し
た
、
一
七
歳
で

古
本
業
を
始
め
、
数
年
な
ら
ず
し
て
販
路
大
い
に
進
み
、
遂
に
浅
草
新
寺
町
（
南
松
山
町
）

に
一
家
を
構
え
た
、
資
性
篤
実
に
し
て
且
つ
文
才
が
あ
っ
た
の
で
、
当
時
の
諸
名
家
に
眷

顧
さ
れ
、
ま
た
、
京
阪
の
書
林
勝
村
治
右
衛
・
秋
田
屋
市
兵
衛
等
に
信
用
さ
れ
て
一
大
世

肆
と
な
っ
た
、
世
人
は
泉
庄
と
の
み
呼
ん
だ
、
彙
刻
書
目
外
集

い
こ
く
し
ょ
も
く
が
い
し
ゅ
う

（
文（
５
）政
五
）・
経
籍
答
問

（
一
名
文
会
余
業
）・
老
泉
漫
録
等
の
著
が
あ
る
、
別
号
を
一
貫
二
麦
居
士
と
い
う
、
蓋
し

銭
一
貫
文
・
麦
二
斗
よ
り
家
を
起
こ
し
た
の
で
、
そ
の
本
を
忘
れ
ぬ
た
め
で
あ
ろ
う
、

（
中
略
）
老
泉
は
文
政
五
年
三
月
一
三
日
こ
の
世
を
去
っ
た
、
齢
五
四
、
浅
草
龍
福
院
に

葬
る
、
そ
の
一
男
億
太
郎
（
後
万
助

（
万
之
助
）
と
改
め
る
）
は
、
遊
蕩
に
よ
っ
て
資
財
を
浪
費
し
、

さ
し
も
の
泉
庄
も
閉
店
に
至
っ
た
が
、
そ
の
子
、
ま
た
庄
次
郎
を
称
し
、
上
野
の
僧
房
に

出
入
り
し
、
慧
澄
律
師
に
愛
さ
れ
、
五
戒
庵
の
号
を
授
け
ら
れ
、
東
叡
山
の
出
版
書
典
を

請
負
っ
て
車
坂
下
に
開
店
し
、
そ
の
刊
本
大
い
に
行
わ
れ
た
の
で
新
舗
を
下
谷
稲
荷
前
に

築
き
、
慶
元
堂
を
中
興
し
、
明
治
一
六
年
一
月
六
四
歳
で
歿
し
た
、
そ
の
長
男
は
早
逝
し

た
の
で
弟
音
次
郎
が
跡
を
継
ぎ
、
そ
の
子
孝
太
郎
が
今
の
堂
主
で
あ
る
、
代
々
泉
庄
の
名

を
襲
い
、
九
世
一
五
○
年
に
及
ぶ
、
数
年
前
に
書
舗
は
停
め
た
が
、
な
お
旧
宅
に
棲
居
し

て
い
る
の
は
父
祖
の
余
沢
と
い
う
べ
し
、
と
見
え
る
（
八
、
九
頁
、
意
を
取
っ
て
抄
出
し

た
）。弥

吉
光
長
氏（
６
）に
よ
れ
ば
、
代
々
の
堂
主
は
、
大
体
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

宝
暦
一
二
　
一
七
六
二
　
庄
八
（
和
泉
屋
初
代
）、
泉
州
か
ら
出
て
江
戸
神
田
佐
久

町
に
書
店
を
開
く
。

天
明
　
元
　
一
七
八
一

庄
八
歿
（
四
三
歳
）、
閉
店
。
時
に
、
老
泉
（
一
三
歳
）、

店
が
継
げ
ず
、
向
島
で
紙
漉
を
す
る
。

天
明
　
五
　
一
七
八
五
　
老
泉
、
古
本
業
を
営
む
（
一
七
歳
）。

寛
政
　
元
　
一
七
八
九
　
老
泉
、「
寛
政
ノ
初
」
に
浅
草
新
寺
町
に
一
家
を
構
え
る

（
和
泉
屋
二
代
目
、
以
後
庄
次
郎
と
称
す
）。

文
化
　
七
　
一
八
一
○

『
品
物
名
数
抄
・
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
』
の
刊
行
年
。

文
政
　
元
　
一
八
一
八
　
万
之
助
（
億
太
郎
）
が
三
代
目
を
継
ぐ
。

文
政
　
二
　
一
八
一
九
　
老
泉
、『
彙
刻
書
目
外
集
』
の
「
自
叙
」
を
書
く
。

文
政
　
五
　
一
八
二
二
　
三
月
一
三
日
、
老
泉
歿
（
五
四
歳
）。

？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
之
助
、
閉
店
。

天
保
　
五
　
一
八
三
四
　
久
太
郎
（
五
戒
庵
）
一
五
歳
が
四
代
目
を
継
ぐ
（
泉
庄
中

興
、
車
坂
下
、
ま
た
、
下
谷
稲
荷
前
に
開
店
）。

天
保
一
○
　
一
八
三
九
　
八
月
、
万
之
助
は
老
泉
の
小
伝
を
書
く
。

元
治
　
元
　
一
八
六
四
　
仁
三
郎
が
五
代
目
を
継
ぐ
（
早
逝
）。

？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
三
郎
の
弟
音
次
郎
が
六
代
目
を
継
ぐ
。

明
治
一
六
　
一
八
八
三
　
久
太
郎
（
五
戒
庵
）
歿
（
六
四
歳
）。

明
治
　
末
　
一
九
一
一
　
七
代
目
孝
太
郎
（
音
次
郎
の
長
男
）
店
を
閉
じ
る
。

老
泉
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
○
歳
で
浅
草
堂
前
（
今
の
松
葉
町
）
に
隠
居
し
、

ま
す
ま
す
書
誌
三
昧
に
耽
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
店
は
三
代
目
（
万
之
助
）
が
継
い
だ
。
書

肆
「
和
泉
屋
庄
次
郎
」
と
し
て
、
開
版
販
売
許
可
の
初
出
は
寛
政
一
二
年
（
一
八
○
○
）

極
月
、
最
終
年
は
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
八
月
、
一
五
年
間
の
業
績
は
、
板
元

○

点
、
板
元
売
出
二
八
点
、
売
出
四
点
で
あ
る
（
７
）。
計
三
二
点
は
、
儒
書
・
漢
詩
文
、
ま
た
、

本
草
和
名
・
往
来
物
等
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
彙
刻
書
目
外
集
」「
経
籍
答
問
（
一
名
文

会
余
業
）」「
品
物
名
数
抄
」
の
名
は
見
え
な
い
。

「
慶
元
堂
蔵
板
目
録
」（
第
三
種
、
文
政
三
〜
五
年
）
に
は
、
計
一
二
二
点
の
書
目
が
見

え
、
仏
書
・
漢
籍
・
国
書
、
ま
た
、
書
目
・
伝
記
・
詩
文
・
法
帖
・
画
譜
・
仮
名
草
子
・

往
来
物
、
絵
本
な
ど
、
多
様
な
書
目
と
共
に
「
彙
刻
書
目
外
集
」「
文
会
余
業
（
経
籍
答

問
）」
が
見
え
る
（
８
）。
し
か
し
、「
品
物
名
数
抄
」
の
名
は
見
え
な
い
。

こ
の
蔵
板
目
録
に
「
品
物
名
数
抄
」
の
名
が
見
え
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
冒
頭
に
触
れ
た
混
乱
も
こ
こ
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
次
の
点
か
ら
し
て
、

本
書
は
老
泉
の
著
述
に
な
る
と
判
断
し
て
問
題
は
な
い
。

（イ）

『〈
経
典
余
師
〉
菅
家
文
章
』（
小
泉
吉
永
氏
蔵
、
天
保
七
年
〈
一
八
三
六
〉
夏
発

兌
、
東
都
書
林
西
宮
弥
兵
衛
・
岡
田
屋
嘉
七
・
和
泉
屋
市
兵
衛
）
の
末
尾
に
付
さ

（
和
泉
屋
）
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松
沢
老
泉
著
『
品
物
名
数
抄
』
に
つ
い
て
（
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れ
た
「
玉
巌
堂
製
本
書
目
江
戸
横
山
町
三
丁
目

和
泉
屋
金
右
衞
門
」
の
中
に
次
の
一
点

が
あ
る
。

品
物
名
数
抄
松
沢
老
泉
著

全
一
冊

（ロ）

文
行
堂
編
『
雪
有
香
蒐
集
書
目
三
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、213/45/397

）
の

二
ヶ
所
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

ａ
「
玉
巌
堂
頒
行
并
製
本
書
目
江
戸
横
山
町
三
丁
目

和
泉
屋
金
右
衞
門
」
の
書
目
中

に
、
品
物
名
数
抄
松
沢
老
泉
著

全
一
冊

（
４
ウ
、
上
段
）

ｂ
「
玉
巌
堂
製
本
書
目
江
戸
横
山
町
三
丁
目

和
泉
屋
金
右
衞
門
」
の
書
目
中
に
、
品

物
名
数
抄
松
沢
老
泉
著

全
一
冊

（
24
ウ
、
下
段
）

老
泉
の
も
と
で
書
肆
業
を
学
ん
だ
人
物
に
、
平
吉
（
和
泉
屋
平
吉
）
・
庄
兵
衛
・
金
右

衛
門
が
い
る
。
そ
の
金
右
衛
門
（
太
田
氏
）
は
、
独
立
し
て
江
戸
両
国
横
山
町
三
丁
目
に

店
を
も
ち
（
文
政
〜
明
治
）、
玉
巌
堂
和
泉
屋
金
右
衞
門
と
称
し
た
。
右
の
（イ）
・
（ロ）
は
、

そ
の
蔵
版
目
録
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

（ハ）
『
近
代
著
述
目
録
後
編
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号201-1

）

松
沢
老
泉

名
麥
字
士
屑
称
和
泉
屋
庄
二
郎
／
江
戸
人

経
典
釈
文
盛
事
　
　
一

品
物
名
数
抄
　
　
　
一

」
（
オ
）

彙
刻
書
目
外
集
　
　
六

文
会
叢
余
　
　
　
　
四

本
目
録
は
東
条
琴
台
編
・
里
見
敦
補
校
の
写
本
（
和
装
）
八
冊
（
目
録
七
冊
・
索
引
一

冊
）
で
あ
り
、
こ
の
「
巻
五
」（
卅
二
丁
オ
・
ウ
）
に
右
の
よ
う
な
「
松
沢
老
泉
」
と
い

う
著
述
者
・
そ
の
著
書
が
あ
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
和
泉
屋
金
右
衞
門
（
玉
巌
堂
）
の
「
製
本
書
目
」「
頒
行
并
製
本
書
目
」
に
よ

り
、『
品
物
名
数
抄
』
一
冊
は
、
松
沢
老
泉
の
著
作
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

二
、
版
本
・
写
本

本
書
は
、
各
種
の
物
品
名
を
「
文
具
・
楽
器
・
玩
器
・
佩
用
・
武
具
・
射
具
・
刀
飾
・

鷹
具
・
馬
具
・
帛
服
・
藉
物
・
臥
具
・
僧
具
・
金
玉
・
家
具
・
夜
用
・
途
用
・
乗
載
・
菜

果
・
艸
木
・
飲
食
・
魚
介
・
鳥
獣
・
雑
品
」
の
二
四
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称

（
語
彙
）・
文
字
表
記
・
数
え
方
を
教
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
版
本
・
写
本
に
は
、『
国
書
総
目
録
』『
古
典
籍
総
合
目
録
』（
国
文
学
研
究
資
料

館
編
）、
及
び
、
そ
の
他
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

＊
版
本
﹇
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
年
版
﹈

慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
Ａ
本
、
神
宮
文
庫
蔵
本
、
学
書
言
志
（
経
典
釈
文

盛
事
と
合
）
蔵
本
、
関
西
大
学
蔵
Ａ
本
、
同
蔵
Ｂ
本
、
同
蔵
Ｃ
本
、
小
泉

吉
永
氏
蔵
本

﹇
刊
行
年
不
詳
﹈

慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
Ｂ
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
、
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫

蔵
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
、
京
都
大
学
富
士
川
文

庫
蔵
本
、
早
稲
田
大
学
蔵
本
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
蔵
本
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
、
日
本
大
学
蔵
本
、
岩
瀬

文
庫
蔵
本
、
竹
清
文
庫
蔵
本
、
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
、
長
崎
県
立
図
書

館
長
崎
文
庫
蔵
本

＊
写
本
﹇
書
写
年
不
詳
﹈

京
都
府
総
合
資
料
館
蔵
本

版
本
の
所
蔵
元
の
一
つ
に
「
学
書
言
志
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
、『
国
書
総
目

録
』
の
「
図
書
館
・
文
庫
一
覧
」（
凡
例
）
に
は
全
く
説
明
が
な
い
（
９
）
。

さ
て
、
筆
者
の
調
査
は
い
ま
だ
途
上
で
あ
る
が
、
管
見
に
及
ん
だ
版
本
に
つ
い
て
述
べ

て
お
く
。

以
下
、
原
本
の
改
行
を
／
印
、
割
書
、
も
し
く
は
小
書
き
の
文
字
を
〈

〉
印
で
示

す
。

﹇
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
年
版
﹈

○
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
Ａ
本
　
一
冊
（
請
求
記
号
浜
野
文
庫

04A/4-5/1

）

原
表
紙
の
原
題
簽
（
縦
一
五
・
三
セ
ン
チ

、
横
三
・
二
セ
ン
チ

）
に
「
品
物
名

数
抄
　
完
」（
原
、
左
側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
寸
法
は
、
縦
二
二
・
六
セ
ン
チ

、
横
一
六
・
○
セ
ン
チ

、
本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
、
縦
一
八
・
八
セ
ン
チ

、
横

一
三
・
六
セ
ン
チ

。
表
紙
は
薄
黄
緑
色
。
内
容
は
、「
品
物
名
数
抄
」
本
文
七
丁
、

「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
一
○
丁
、「
翻
刻
経
典
釈
文
始
末
」
一
丁
の
計
一
八
丁
か
ら
な
る
。



柱
刻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
品
物
名
数
抄
　
一
（
〜
七
）」「
経
典
釈
文
盛
事
　
一
（
〜
十
）

慶
元
堂
／
馳
名
記
」「
経
典
釈
文
始
末
　
全
一
」
と
あ
る
。「
蔵
版
目
録
」
や
「
伏
稟
」
は

な
い
。
蔵
書
印
＝
「
浜
野
文
庫
」（
朱
）、「
麻
生
文
庫
」（
朱
）、「
加
納
／
□
□
／
細
工
印

（
朱
横
印
）、「
慶
応
義
塾
大
学
／
斯
道
文
庫
蔵
書
」（
朱
）、
後
表
紙
見
返
し
に
「
雍
州
」

「
皇
都
」「
池
田
龍
照
斎
」「
孝
寿
蔵
」「
平
安
住
池
田
龍
照
斎
／
孝
寿
（
花
押
）」
な
ど
の

墨
筆
が
あ
る
。

（「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
の
末
尾
）

文
化
戊
午

(

マ
マ)

春
正
月
日
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
元
堂
主
人
謹
識

（「
経
典
釈
文
始
末
」
の
末
尾
）

文
化
七
庚
午
春
正
月
日

江
戸
浅
草
新
寺
町
板
元
物
之
本
屋

和
泉
屋
庄
治
郎
記
ス

○
関
西
大
学
蔵
Ａ
本
　
一
冊
（
請
求
記
号L23/000/19

、
図
書
番
号205708498

）

（
総
図
文
庫
特
別
）

関
西
大
学
に
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
版
本
が
三
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

の
一
点
で
、
こ
の
外
題
は
題
簽
（
縦
一
五
・
○
セ
ン
チ

、
横
二
・
七
五
セ
ン
チ

）

に
「
品
物
名
数
抄
　
完
」（
原
、
左
側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
右
に
並
ん
で
墨

筆
で
「
経
典
釈
文
盛
事
」
と
あ
る
。
新
帙
を
有
し
、
こ
の
題
簽
に
は
墨
筆
で
「
品
物
名
数

抄
／
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
と
あ
る
。
寸
法
は
、
縦
二
二
・
八
セ
ン
チ

、
横
一
六
・
二

セ
ン
チ

、
本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
、
縦
一
八
・
八
セ
ン
チ

、
横
一
三
・
六
セ
ン

チ

。
表
紙
は
薄
黄
緑
色
。
内
容
は
、
目
録
一
丁
、「
品
物
名
数
抄
」
七
丁
、「
陸
氏
経
典

釈
文
盛
事
」
一
○
丁
、「
翻
刻
経
典
釈
文
始
末
」
一
丁
、
蔵
版
目
録
六
丁
、
の
計
二
五
丁

か
ら
な
る
。
柱
刻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
目
録
」「
品
物
名
数
抄
　
一
（
〜
七
）」「
経
典
釈
文

盛
事
　
一
（
〜
十
）
慶
元
堂
／
馳
名
記
」「
経
典
釈
文
始
末
　
全
一
」「
蔵
板
目
録
　
一

（
〜
六
）」
と
あ
る
。
伏
稟
は
な
い
。
蔵
書
印
＝
「
墨
化
／
台
図
／
書
記
」（
朱
方
印
）、
そ

の
他
二
種
。

用
件
と
見
ら
れ
る
条
を
次
に
掲
げ
る
が
、「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
の
末
尾
に
は
「
文

化
戊
午
（
マ
マ
）

春
正
月
日
」
と
あ
り
、「
経
典
釈
文
始
末
」
の
末
尾
に
は
「
文
化
七
庚
午
春
正
月

日
」
と
あ
る
。
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
の
干
支
は
庚
午
で
あ
る
が
、「
文
化
戊
午
（
マ
マ
）

」
と

は
不
審
で
あ
る
。「
戊
午
（
マ
マ
）

」
は
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
が
そ
れ

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
仕
事
が
寛
政
一
○
年
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
も
暗
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

（「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
の
末
尾
）

文
化
戊
午

(

マ
マ)

春
正
月
日
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
元
堂
主
人
謹
識

（「
経
典
釈
文
始
末
」）

（
半
丁
、
一
一
行
分
の
罫
線
あ
り
）

「
（
オ
）

翻
刻
経
典
釈
文
始
末
／

本
舗
翻
刻
ス
ル
所
ノ
経
典
釈
文
并
考
証
ハ
享
和
辛
酉
ノ
初
／
夏
友
人
翫
月
書
房
ニ
得

ル
所
ニ
シ
テ
希
世
ノ
好
本
ナ
リ
吾
／
家
書
ヲ
鬻
テ
以
テ
業
ト
ス
ル

二
世
ニ
シ
テ

五
十
年
ニ
チ
／
カ
シ
吾
父
ノ
時
数
数
火
災
ニ
カ
ヽ
リ
テ
家
貧
シ
カ
リ
シ
カ
／
寛
政
ノ

初
ノ
／
地
ニ
移
リ
シ
ヨ
リ
家
業
モ
日
日
ニ
広
ク
ナ
／
リ
シ
事
偏
ニ
四
方
ノ
書
ヲ
好
ム

諸
君
子
ノ
庇
　
ニ
ヨ
レ
リ
／
予
年
来
有
用
ノ
書
ヲ
翻
刻
シ
利
欲
ニ
拘
ラ
ズ
長
ク
世
世

ニ
／
伝
ン

ヲ
思
ヒ
シ
ニ
ハ
カ
ラ
ズ
モ
此
書
ヲ
得
ル

ヲ
悦
ビ
／
翻
刻
ヲ
企
ル

凡
十
年
ニ
シ
テ
其
功
ヲ
成
セ
リ
然
リ
ト
イ
／
ヘ
ド
モ
雕
刻
ノ
雑
費
多
シ
テ
千
部
ヲ

鬻

ヲ
得
ザ
レ
ハ
其
／

「
（
ウ
）

費
用
ヲ
償
フ

ヲ
得
ズ
希
ク
ハ
四
方
ノ
諸
君
子
一
本
ヲ
求
／
テ
予
ガ
力
ヲ
助
ケ
玉

ハ
ヽ
幸
甚
カ
ラ
ン
其
価
ノ
品
ニ
左
ニ
／
記
ス

全
三
十
冊
　
精
製
上
本
　
　
価
金
壱
両
壱
分

美
濃
紙
摺
　
　
価
金
壱
両
弐
分

右
ハ
当
地
ノ
定
価
ナ
リ
若
他
邦
ヨ
リ
求
ル
モ
ノ
ハ
地
ノ
／
遠
近
ニ
ヨ
リ
テ
価
モ
増

ス

ア
ル
ベ
シ
希
ク
ハ
是
書
天
／
下
ニ
流
伝
シ
テ
長
ク
不
朽
ニ
伝
ヘ
ン

ヲ
是
四

方
ノ
諸
／
君
子
ニ
望
ム
所
ナ
リ

文
化
七
庚
午
春
正
月
日

江
戸
浅
草
新
寺
町
板
元
物
之
本
屋

和
泉
屋
庄
治
郎
記
ス

（「
蔵
板
目
録
」、
第
一
丁
オ
モ
テ
首
部
）

慶
元
堂
蔵
板
目
録
　
　
　
　

和
泉

江
戸
浅
草
新
寺
町

屋
庄
次
郎

四
庫
全
書
総
目
　
　
　
全
六
冊

（
広
告
文
略
）

唐
宋
八
大
家
読
本
　

全

清
沈
徳
潜
著

十
六
冊

81

松
沢
老
泉
著
『
品
物
名
数
抄
』
に
つ
い
て
（
三
保
）



82

松
沢
老
泉
著
『
品
物
名
数
抄
』
に
つ
い
て
（
三
保
）

（
以
下
、
略
）

（「
蔵
板
目
録
」
中
の
一
点
、「
陸
徳
明
経
典
釈
文
并
考
証
」
の
広
告
）

陸
徳
明
経
典
釈
文
并
考
証
全
卅
冊

コ
ノ
書
ノ
原
本
ハ
影
宋
本
ニ
シ
テ
清
盧
文
昭
／
考
証
ヲ
為
ル
其
中
（
マ
マ
）
本
邦
物

氏
ノ
七
経
／
孟
子
考
文
補
遺
等
ノ
書
並
ニ
唐
宋
以
上
ノ
／
書
ニ
依
テ
精
微
ニ
校

正
ス
　
本
邦
ヘ
唯
一
本
／
舶
来
セ
シ
ヲ
得
テ
翻
刊
ス
実
ニ
経
学
者
ノ
／
文
房
ニ

須
臾
モ
無
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
書
ナ
リ
／
此
書
ノ
竒
特
ナ
ル

ハ
予
ガ
著
ス

所
ノ
経
典
／
釈
文
盛
事
ニ
詳
リ

○
関
西
大
学
蔵
Ｂ
本
　
一
冊
（
請
求
記
号L23/000/6086

、
図
書
番
号208082018

）

関
西
大
学
蔵
の
三
点
の
内
の
一
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
元
堂
五
戒
庵
の
自
ら
所
蔵
し

て
い
た
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
外
題
は
題
簽
（
縦
一
五
・
○
セ
ン
チ

、
横
二
・
七

セ
ン
チ

）
に
「
品
物
名
数
抄
　
完
」（
原
、
左
側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
新
帙
あ
り
。
版

は
右
に
同
じ
。
寸
法
は
、
縦
二
二
・
七
セ
ン
チ

、
横
一
六
・
○
セ
ン
チ

、
表
紙
は

薄
黄
緑
色
。
内
容
は
、
目
録
一
丁
、「
品
物
名
数
抄
」
七
丁
、「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
一

○
丁
、「
翻
刻
経
典
釈
文
始
末
」
一
丁
、
蔵
版
目
録
六
丁
、
の
計
二
五
丁
か
ら
な
る
。
柱

刻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
目
録
」「
品
物
名
数
抄
　
一
（
〜
七
）」「
経
典
釈
文
盛
事
　
一
（
〜

十
）

慶
元
堂
／
馳
名
記
」「
経
典
釈
文
始
末
　
全
一
」「
蔵
板
目
録
　
一
（
〜
六
）」
と

あ
る
。
伏
稟
は
な
い
。
蔵
書
印
＝
一
オ
モ
テ
・
目
録
題
の
下
に
、「
和
楽
」（
打
出
の
小
槌

形
の
印
）、「
孔
石
山
房
主
人
／
秋
田
氏
図
書
記
／
集
散
任
天
然
／
永
為
四
海
宝
」（
朱
方

印
）、「
慶
元
堂
／
五
戒
庵
／
蔵
書
記
」（
朱
方
複
郭
印
）、「
高
林
坊
／
文
庫
記
」（
朱
長
方

印
）、
内
題
下
に
、「
藤
印
／
忠
淳
」（
朱
方
陰
刻
印
）、
表
紙
右
下
＝
「
五
戒
庵
文
庫
」

（
墨
書
）

「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
の
末
尾
に
は
、「
文
化
戊
午
（
マ
マ
）

春
」
云
々
、「
翻
刻
経
典
釈
文
始

末
」
の
末
尾
に
は
、「
文
化
七
庚
午
春
」
云
々
と
あ
る
。

○
関
西
大
学
蔵
Ｃ
本
　
一
冊
（
請
求
記
号L23/000/6116

、
図
書
番
号208470654

）

右
の
二
本
に
全
同
の
一
本
で
あ
る
。
外
題
は
題
簽
（
縦
一
五
・
○
セ
ン
チ

、
横
二
・

七
五
セ
ン
チ

）
に
「
品
物
名
数
抄
　
完
」（
原
、
左
側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
新
帙
あ
り
。

寸
法
は
、
縦
二
二
・
五
セ
ン
チ

、
横
一
六
・
一
セ
ン
チ

、
表
紙
は
薄
黄
緑
色
。
内

容
は
、
目
録
一
丁
、「
品
物
名
数
抄
」
七
丁
、「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
一
○
丁
、「
翻
刻

経
典
釈
文
始
末
」
一
丁
、
蔵
版
目
録
六
丁
、
の
計
二
五
丁
か
ら
な
る
。
蔵
書
印
＝
「
下
埜

国
／
渡
部
氏
／
蔵
書
印
」（
朱
方
印
、「
埜
」
は
「
野
」
の
古
字
）、「
真
／
温
」（
朱
方
陰

刻
印
）

「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」
の
末
尾
に
は
、「
文
化
戊
午
（
マ
マ
）

春
」
云
々
、「
翻
刻
経
典
釈
文
始

末
」
の
末
尾
に
は
、「
文
化
七
庚
午
春
」
云
々
と
あ
る
。

﹇
刊
行
年
不
詳]

○
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
Ｂ
本
　
一
冊
（
請
求
記
号
浜
野
文
庫

04A/4-6/1

）

後
補
表
紙
の
後
補
題
簽
に
「
品
物
名
数
抄
　
完
」（
後
、
左
側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
寸

法
は
、
縦
二
二
・
一
セ
ン
チ

、
横
一
七
・
九
セ
ン
チ

、
表
紙
は
薄
黄
緑
色
。
内
容

は
、「
品
物
名
数
抄
」
本
文
七
丁
だ
け
で
、「
陸
氏
経
典
釈
文
盛
事
」「
翻
刻
経
典
釈
文
始

末
」「
蔵
版
目
録
」「
伏
稟
」
な
ど
は
な
い
。
蔵
書
印
＝
「
浜
野
文
庫
」（
朱
、
こ
の
印
の

下
方
に
花
押
が
あ
る
）、「
麻
生
文
庫
」（
朱
）、「
慶
応
義
塾
大
学
／
斯
道
文
庫
蔵
書
」

（
朱
）。

○
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
　
一
冊
（
請
求
番
号A20/176

B
42805

）

江
戸
後
期
刊
。
古
い
表
紙
を
除
い
て
新
し
く
朱
表
紙
を
付
し
て
い
る
が
（
こ
の
上
に
厚

紙
の
鞘
表
紙
を
付
け
る
）、
外
題
の
題
簽
は
も
と
の
古
い
原
題
簽
（
縦
一
五
・
三
セ
ン

チ

、
横
三
・
二
セ
ン
チ

）
を
用
い
て
い
る
。
題
簽
に
は
「
品
物
名
数
抄
　
完
」（
左

側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
柱
に
は
上
象
尾
に
「
品
物
名
数
抄
」
の
柱
刻
、
下
象
尾
に
丁
数
、

製
版
、
本
文
は
漢
字
・
片
仮
名
、
付
訓
は
片
仮
名
、
画
・
色
は
な
し
、
寸
法
は
、
縦
二

三
・
五
セ
ン
チ

、
横
一
六
・
三
セ
ン
チ

、
本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
、
縦
一
八
・
八

セ
ン
チ

、
横
一
三
・
六
セ
ン
チ

、
無
界
（
一
面
）
一
○
行
、
お
お
む
ね
本
文
は
三

段
に
組
む
。「
品
物
名
数
抄
」
本
文
は
七
丁
、
こ
れ
に
蔵
版
目
録
六
丁
（
丁
付
は
新
た
に

「
一
」
か
ら
付
す
）
を
付
し
て
計
一
三
丁
か
ら
成
る
。
本
文
は
後
に
翻
字
す
る
。
こ
れ
は

関
西
大
学
蔵
文
化
七
年
版
本
、
斯
道
文
庫
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
）
蔵
文
化
七
年

版
本
な
ど
に
同
じ
版
で
あ
る
。
但
し
、
次
の
史
料
編
纂
所
蔵
本
は
、
第
一
丁
の
前
に
「
目

録
」
の
一
丁
ウ
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
そ
れ
を
欠
く
。
蔵
書
印
＝
朱
方
印
「
南
葵
／
文
庫
」
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「
坂
田
文
庫
」「
東
京
帝
／
国
大
学
／
図
書
印
」、
ま
た
、「
南
葵
文
庫
」
の
青
ス
タ
ン
プ
に

購
入
「
古
本
／
（
中
略
）
／
明
治
三
十
六
年
十
二
月
廿
二
日
」
と
あ
る
。

○
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
　
一
冊
（
請
求
記
号1006/

26

、
登
録
番
号

6800137074

、
書
誌ID

21714236

、N
C
ID
B
A62895629

）

出
版
地
不
明
、
出
版
者
不
明
と
あ
る
一
本
で
（
江
戸
後
期
刊
）、
新
し
い
茶
・
無
地
の

表
紙
に
新
し
い
題
簽
を
付
し
「
品
物
名
数
抄
」（
左
側
、
双
郭
）
と
墨
書
す
る
。
柱
刻
は
、

「
品
物
名
数
抄
＝
目
録
」（
首
の
目
録
の
み
）
・
「
品
物
名
数
抄
」（
丁
付
一
〜
七
）
と
あ

る
。「
伏
稟
」
の
一
丁
に
は
柱
刻
が
な
い
。
寸
法
は
、
縦
二
二
・
一
セ
ン
チ

、
横
一

五
・
八
セ
ン
チ

、
丁
数
は
、
目
録
一
丁
・
「
品
物
名
数
抄
」
本
文
七
丁
・
伏
稟
一
丁
の

計
九
丁
、
こ
れ
に
蔵
版
目
録
六
丁
を
付
し
て
計
一
三
丁
か
ら
成
る
。
一
頁
一
○
行
。
本
文

は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
や
斯
道
文
庫
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
）
蔵
文
化
七

年
版
本
な
ど
に
同
じ
版
で
あ
る
。
蔵
書
印
＝
「
武
田
氏
／
蔵
書
印
」「
東
京
帝
／
国
大

学
／
図
書
印
」「
東
京
帝
／
国
大
学
文
／
学
部
史
料
／
編
纂
所
」
等
の
朱
印
あ
り
。
や
や

虫
損
が
目
立
つ
。

「
目
次
」「
伏
稟
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
目
録
は
、
二
項
目
（
二
語
）
ず
つ

で
改
行
さ
れ
て
い
る
。

（
巻
首
の
「
目
録
」
一
丁
分
）

品
物
名
数
抄

目
録

文
具
類
　
　
　
　
　
楽
器
類

玩
器
類
　
　
　
　
　
佩
用
類

武
具
類
　
　
　
　
　
射
具
類

刀
飾
類
　
　
　
　
　
鷹
具
類

馬
具
類
　
　
　
　
　
帛
服
類

藉
物
類
　
　
　
　
　
臥
具
類

僧
具
類
　
　
　
　
　
金
玉
類

家
具
類
　
　
　
　
　
夜
用
類
　
　
　

」
（
オ
）

途
用
類
　
　
　
　
　
乗
載
類

菜
果
類
　
　
　
　
　
艸
木
類

飲
食
類
　
　
　
　
　
魚
介
類

鳥
獣
類
　
　
　
　
　
雑
品
類

（
五
行
分
空
白
）

目
録
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
（
ウ
）

（「
伏
稟
」）

（
便
宜
上
、
行
頭
に
行
数
を
付
す
。
第
三
・
第
四
行
の
二
行
は
他
行
よ
り
細

い
字
と
な
っ
て
い
る
）

「
（
オ
）

１
　
　
　
伏
稟

２
　
予よ

が
祖
父
そ

ふ

ハ
俗そ
く

に
「
な
ら
べ
本
屋
ほ
ん
や

」
と
い
ふ
物も
の

に
し
て
。
書し
よ

を
攤
な
ら
べ

て
鬻ひ
さ

く

傍
　
か
た
は
ら

。
自
身
屑
麦

じ
し
ん
わ
り
む
ぎ

３
　
を
製せ
い

し
て
賈
あ
き
な
へ
り
。
こ
れ
に
仍よ
つ

て
世
人
せ
じ
ん

諢
名
あ
だ
な

し
て
。「
ひ
き
は
り
本
屋
」
と

通
称
つ
う
し
ょ
うし
給
ひ
き
。

４
　
安
永
年
中
梓
行
あ
り
し

と
題
せ
る
俗
書
に
御
蔵
前
元
旅
籠
町
ひ
き

わ
り
本
や
庄

５
　
次
郎
と
云
々
載
た
り
其
後
天
明
七
丁
未
年
店
を
今
の
地
に
う
つ
し
て
店
を
ひ
ら

く

６
　
祖
父
嘗か
つ

て
喘
息
ぜ
ん
そ
く

を
患う
れ

ふ
。
或
人
あ
る
ひ
と

の
教
を
し
へ
に
つ
い
て
。
朝
夕
て
う
せ
き

屑
麦
飯

ひ
き
わ
り
め
し

を
食し
ょ
く

す
る
こ

と
凡
お
よ
そ
一
ヶ
年

７
　
病
果

や
ま
ひ
は
た

し
て
愈い
え

た
り
。
其
後
そ
の
ゝ
ち

怠お
こ
た

り
て
麦
食

ば
く
し
ょ
く

を
廃や
む

れ
バ
忽

た
ち
ま
ち

ち
旧
病
頓

も
と
の
や
ま
ひ
に
ハ
か

に
発お
こ

る
。

こ
ゝ
に

８
　
お
ゐ
て
再
ふ
た
ゝ
び
食
し
ょ
く
す
る
事
又
一
ヶ
年
。
竟つ
い

に
病
や
ま
ひ
を
忘わ
す

る
爾
し
か
り
し
よ
り
来
こ
の
か
た

。
麦
食
わ
り
い
ゝ

に
親な
れ

て
自
ミ
づ
か
ら

９
　
製
法
せ
い
ほ
ふ

を
考
か
ん
が
へ
。
朝
夕
て
う
せ
き

怠
お
こ
た
ら
ず
食
事
し
ょ
く
じ

と
な
し
ぬ
。
且か
つ

知
己
し
る
ひ
と

に
喘
息
せ
ん
そ
く

を
患
う
れ
ふ
る
者も
の

あ

れ
バ
。

１０

懇
ね
ん
ご
ろ

に
こ
れ
を
教お
し

へ
。
又
手
自
て
つ
か
ら

製せ
い

し
た
る
屑
麦
ひ
き
わ
り

を
鬻
ひ
さ
き
。
同
お
な
じ

病や
ま
ひ
の
人
を
救す
く

ハ
ん
こ

と
を
ね
が

１１

え
り
。
祖
父
そ

ふ

が
製せ
い

す
る
所
と
こ
ろ
。
其
法

そ
の
ほ
う

最
も
っ
と
も
精く
ハ

し
く
砕
屑
ひ
き
わ
り

の
術
じ
ゆ
つ
亦
妙め
う

を
得え

た
り
。

因よ
つ

て

「
（
ウ
）

１
　
自
ミ
つ
か
ら
麦
鬼
ば
く
き

と
号が
う

し
。
年と
し

五
十
に
し
て
家
事
か

じ

を
予
が
父ち
ゝ

に
譲ゆ
づ

り
。
閑
居
か
ん
き
よ

し

て
自

ミ
づ
か
ら

２
　
楽
た
の
し

ミ
。
長
寿

ち
や
う
じ
ゆ
に
し
て
終を
ハ

れ
り
。
予
が
父
業げ
ふ

を
継つ
い

で
鬻
ひ
さ
き
来
る
事
既す
て

に
年
久
と
し
ひ
さ

し
。

七
十
五
日
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迩ち
か

３
　
来
又
ご
ろ
ま
た

予
を
し
て
箕
裘
き
き
う

の
業げ
ふ

を
継つ
が

し
む
。
こ
れ
に
よ
つ
て
。
祖
父
そ

ふ

と
父ち
ゝ

と
の

志こ
ゝ
ろ
ざ
し

を

４
　
継つ
い

て
。
屑
麦
わ
り
む
ぎ

を
鬻ひ
さ

く
事
を
更
あ
ら
た

め
ず
。
当
時
た
う
じ

文
学
ぶ
ん
が
く

盛
さ
か
ん

に
行
お
こ
な

ハ
れ
。
営
生
え
い
せ
い

お
の
づ

か
ら

５
　
繁
昌

は
ん
じ
や
う

の
恩
恵
お
ん
け
い

を
も
つ
て
。
父ち
ゝ

が
代だ
い

よ
り
書
林
し
よ
り
ん

と
な
り
し
ゆ
ゑ
。
家い
え

あ
ら
た
に

６
　
廛ミ
せ

あ
ら
た
ま
り
て
。
傍
か
た
ハ
ら

屑
麦

ひ
き
わ
り

を
賈
あ
き
な
ふ
こ
と
を
。
知し

る
人
疎う
と

く
な
り
ぬ
。
仍よ
つ

て

当
般
こ
の
た
び

７
　
報
条

ひ
き
ふ
だ
を

作つ
く

り
て
。
本
屋
ほ
ん
や

の
古
い
に
し
へを

語か
た

り
。
今い
ま

も
猶
絶
な
を
た
へ

ず
屑
麦
ひ
き
わ
り

を
賈
あ
き
な

ふ
由よ
し

を
述の
べ

て
。

８
　
普
あ
ま
ね

く
世よ

に
弘ひ
ろ

む
る
事
し
か
り

９
　
　
○
精
製
挽
割
麥
　
△
壱
升
價
百
文

１０

本
屋
　
慶

元

堂

江
戸
浅
草
新
寺
町

和
泉
屋
庄
治
郎

「
伏
稟
」
と
は
、
世
の
人
、
読
者
に
伏
し
て
申
し
上
げ
る
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
い
わ

ば
口
上
書
き
で
あ
る
が
、
ウ
ラ
の
６
・
７
行
目
に
「
当
般

こ
の
た
び

報
条

ひ
き
ふ
だ
を

作つ
く

り
て
」
と
見
え
る
。

「
ひ
き
ふ
だ
（
引
札
）」
と
は
、
広
告
・
宣
伝
の
た
め
の
刷
り
物
を
い
う
。
あ
る
い
は
、
こ

の
一
丁
は
、
そ
う
し
た
一
枚
物
を
こ
こ
に
綴
じ
込
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

祖
父
は
本
屋
を
し
な
が
ら
「
屑
麦
わ
り
む
ぎ

を
製せ
い

し
て
賈
あ
き
な
へ
り
。」
と
書
き
始
め
、
彼
は
喘
息
を

病
ん
で
い
た
が
麦
食
を
し
て
治
っ
た
こ
と
、「
父
が
代だい
よ
り
書
林
し
よ
り
ん
と
な
り
し
ゆ
ゑ
」
云
々

と
、
本
屋
慶
元
堂
の
三
代
の
略
歴
を
述
べ
な
が
ら
、
今
な
お
、
屑
麦
本
屋
を
営
ん
で
い
る

由
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
著
者
「
慶
元
堂
　
和
泉
屋
庄
治
郎
」
と
は
、
松
沢
老
泉
（
明
和

六
年
〈
一
七
六
九
〉
〜
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉）
の
息
、
万
之
助
（
億
太
郎
）
で
あ
る
。

万
之
助
は
、
老
泉
一
代
の
小
伝
（「
天
保
十
亥
年
八
月
」
制
作
）
も
書
い
て
い
る
。

○
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
本
　
一
冊
（
請
求
記
号
富
士
川
／
ヒ
／33

、
登
録
番
号

186628

）

外
題
は
題
簽
（
縦
一
五
・
○
セ
ン
チ

、
横
二
・
七
セ
ン
チ

）
に
「
品
物
名
数
抄

完
」（
原
、
左
側
、
双
郭
）
と
あ
る
。
版
は
右
に
同
じ
。
寸
法
は
、
縦
二
二
・
八
セ
ン

チ

、
横
一
六
・
二
セ
ン
チ

。
表
紙
は
薄
黄
緑
色
、
青
色
帙
あ
り
。
内
容
は
、
目
録

一
丁
、「
品
物
名
数
抄
」
七
丁
、
蔵
版
目
録
や
伏
稟
は
な
い
。
蔵
書
印
＝
「
京
都
／
帝
国

大
学
／
図
書
之
印
」（
朱
方
印
）、「186628

／
大
正7.3.31

」（
楕
円
黒
印
）

﹇
書
写
年
不
詳
（
写
本
）﹈

○
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵
本
　
一
冊
（
請
求
記
号
和/

040/40

）

江
戸
末
期
写
。
右
の
版
本
を
行
取
り
・
字
数
・
書
体
・
付
訓
な
ど
、
そ
の
ま
ま
に
手
写

し
て
仮
綴
じ
と
し
た
一
冊
。
半
紙
一
二
枚
を
二
つ
折
り
に
し
て
用
い
、
書
写
後
、
コ
ヨ
リ

様
の
紐
で
大
和
綴
じ
と
す
る
。
表
紙
相
当
の
オ
モ
テ
に
「
品
物
名
数
抄
　
完
」
と
外
題
墨

書
が
あ
る
（
原
、
直
、
中
央
）。
寸
法
は
、
縦
二
三
・
二
セ
ン
チ

、
横
一
七
・
七
セ
ン

チ

、
楮
紙
。
全
一
二
丁
の
内
訳
は
、
前
後
の
表
紙
分
二
丁
、
本
文
の
目
録
一
丁
、「
品

物
名
数
抄
」
本
文
八
丁
、
伏
稟
一
丁
で
あ
る
。
全
体
を
二
人
の
手
で
写
し
て
お
り
、
そ
の

一
人
目
は
、
本
文
部
八
丁
の
第
二
丁
目
ま
で
、
も
う
一
人
は
次
の
第
三
丁
目
以
下
を
担
当

し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
第
二
丁
と
第
三
丁
と
は
重
複
し
て
お
り
（
同
じ
内
容
）、
こ
れ

が
版
本
の
第
二
丁
（
刀
脇
挿
〜
幕
／
鐡
砲
〜

）
に
相
当
す
る
。
蔵
版
目
録
は
な
い
。
後

表
紙
の
見
返
し
に
「
天
保
十
五
甲
辰
年
（
一
八
四
四
）
□

(

令
カ)

菊
潭
先
生
／
写
之
」（
墨
筆
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
筆
勢
が
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
、
そ
の
後
、
江
戸
末
期
の
書
写
に
な

る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
表
紙
見
返
し
に
「
寄
贈
／
池
田
次
郎

(

墨

書

)

／
大
正
１４
５
２７
」（
朱
印
）、

第
一
紙
オ
モ
テ
に
「
京
都
府
／
図
書
／
館
印
」（
朱
方
印
）。

本
書
は
、
版
本
を
精
確
に
写
そ
う
と
し
た
も
の
だ
が
、
と
き
に
本
文
部
・
伏
稟
な
ど
の

付
訓
の
仮
名
・
合
符
等
を
脱
し
て
い
る
。

三
、
本
文
翻
字

次
に
本
文
七
丁
分
を
翻
字
す
る
。
底
本
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
一
冊
、
請

求
番
号A

20/176
B
42805

）
で
あ
る
。
こ
の
七
丁
分
の
版
は
、
文
化
七
年
版
の
関
西
大

学
蔵
Ｂ
本
、
斯
道
文
庫
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
）
蔵
本
な
ど
、
ま
た
、
実
見
し
た

限
り
の
刊
行
年
不
詳
の
蔵
本
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
諸
本
の
間
に
は
、
版
木
の
刷

り
具
合
に
よ
る
筆
画
や
付
訓
の
鮮
明
・
不
鮮
明
の
差
異
が
あ
る
。

《
凡
例
》
・
底
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
割
書
の
中
に
用
い
る
べ
き
助
数
詞
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
、
と
き
に
振
り
仮
名
や
約
物
等
が
あ
っ
て
製
版
上
、
困
難
を

伴
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
は
、
割
書
は
「〈
一
管
　
一
本
　
一

枝
　
俗
称
片
枝
／
一
對
ハ
二
本
ナ
リ
〉」
の
よ
う
な
形
式
に
改
め
る
。
／
印

其
時
の
相
場
に
よ
り
て
す
こ
し
く

高
下
ハ
あ
る
へ
し

ち
ゝ
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は
、
改
行
あ
る
こ
と
を
い
う
。

筆
　

墨
一
挺
　
一
笏

硯
一
面

硯
匣ハ
コ

一
合

・
底
本
に
お
け
る
下
段
、
ま
た
は
三
段
目
が
翻
字
で
次
行
に
回
る
こ
と
が
あ

る
。

・
字
体
に
つ
き
、
底
本
は
「
稱
」「
称
」、「
雙
」「
双
」
な
ど
混
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
こ
の
ま
ま
と
す
る
。

・
行
頭
に
、
私
に
丁
数
、
行
数
を
付
す
。

[

翻
字]「一

オ

１
　
品
物
名
數
抄

２
　
（
一
行
空
白
）

３
　
　
文
具
類

４
　
筆
　
〈
一
管
　
一
本
　
一
枝
　
俗
称
片
枝
／
一
對
ハ
二
本
ナ
リ
〉

５
　
墨
　
〈
一
挺
　
一
笏
〉

硯
〈
一
面
〉

硯
匣ハ
コ

〈
一
合
〉

６
　
筆
架
ヒ
ツ
カ

〈
一
架
〉

文
鎮
ブ
ン
チ
ン

〈
一
〉

机
　
〈
一
脚
　
一
前
〉

７
　
紙
　
〈
一
挺
　
一
牧
　
一
葉
／
一
張
　
十
帖
ヲ
一
束
〉

書
状
〈
一
通
　
一
封
〉

８
　
書
籍

シ
ョ
ジ
ヤ
ク
〈
一
巻
　
一
冊
／
全
ヲ
一
部
ト
云
〉

懐
紙
ク
ワ
イ
シ
〈
一
巡
〉

９
　
巻
物
〈
一
巻
〉

掛
物
〈
一
幅
　
一
軸
〉

１０

楽
器
類

「一
ウ

１
　
和
琴
ワ
ゴ
ト

〈
一
面
〉

箏コ
ト

〈
一
張
〉

琵
琶
ビ

ハ

〈
一
面
〉

２
　
笛フ
エ

〈
一
管
〉

鐘カ
ネ

〈
一
口
〉

磬ケ
イ

〈
一
口
　
一
架
／
一
枚
　
一
基
〉

３
　
鼓
ツ
ヾ
ミ
〈
一
丁
　
一
張
〉

太
鼓
タ
イ
コ

〈
一
掛
／
一
柄
〉

假
面
メ

ン

〈
一
面
　
一
頭
／
一
枚
〉

４
　
　
玩
器
類

５
　
鞠マ
リ
〈
一
丸
　
一
惣
〉
□ハ
ン

〈
一
面
　
通
二ス

碁
　
象-

戯
雙-

六
一ニ

〉

６
　
　
佩
用
類

７
　
扇
〈
一
本
　
一
柄
　
一
握
／
一
把
　
一
枚
〉

手テ
ス

□
（
マ
マ
）

拭ク
イ

服
紗
フ
ク
サ

〈
一
條
／
手
巾
テ
ヌ
ク
ヒ

一
枚
〉

８
　
印-

籠

イ
ン
ロ
ウ

巾-

著

キ
ン
チ
ヤ
ク

緒-

卜

ヲ

シ

メ

根-

著

ネ

ツ

ケ

〈
一
具
〉

櫛ク
シ

〈
一
枚
〉

髪
掻
カ
ウ
カ
ヒ

〈
一
本
〉

９
　
　
武
具
類

１０

太
刀
タ

チ

〈
一
腰
　
一
振
　
抜
タ
ル
ハ
一
振
小
太
刀
ハ
一
腰
／
一
口
　

一
柄
　
中
半
太
刀
野
太
刀
長
キ

ヲ
振
ト
云
〉

「二
オ

１

刀カ
タ
ナ

脇
挿
ハ
キ
ザ
シ

〈
一
腰
　
一
柄
／
古
ヘ

或
ハ

稱
二ス

一
口
一ト

〉

鐡
砧
落

カ
ナ
ト
コ
ヲ
ロ
シ
〈
一
枚
〉

２
　
薙
刀
ナ
キ
ナ
タ

〈
一
枝
　
一
柄
〉

鑓ヤ
リ

〈
一
本
　
一
柄
／
一
挺
〉

戟ホ
コ

〈
一
本
　
一
柄
／
一
竿
（
竿
）

〉

３
　
軍
配
團

グ
ン
バ
イ
ウ
チ
ハ

〈
一
　
一
枚
／
不
レ

謂
二

一
本
ト

〉
旄ザ
イ

〈
一
振
　
一
通
〉

旗ハ
タ

〈
一
流
／
竿
（
竿
）

添
テ
ハ
一
本
〉

４
　
捺
物
サ
シ
モ
ノ

〈
一
本
〉

母
衣
ホ

ロ

〈
一
掛
〉

冑
カ
ブ
ト

〈
一
頭
　
一
ッ
味
方

之
称

／
一
刎
指
敵

〉

５
　
鎧
〈
一
領
〉

喉
輪
ノ
ト
ワ

〈
一
下ケ

〉

□コ
テ

〈
一
手
〉

６
　
肩
當
カ
タ
ア
テ

〈
一
面
〉

脇
引
ワ
キ
ヒ
キ

〈
一
肌
〉

腰
當
コ
シ
ア
テ

〈
一
〉

７
　
佩
楯
ハ
イ
タ
テ

〈
一
下ケ

〉

脛ス
ネ

當
〈
一
掛
〉

腹
巻
ハ
ラ
マ
キ

〈
一
披
〉

８
　
鎖
帷
子

ク
サ
リ
カ
タ
ビ
ラ
〈
一
枚
〉

上
帶
〈
一
〉

手テ

楯
〈
一
丁
　
一
帖
／
一
枚
〉

９
　
車
ク
ル
マ

楯
〈
一
輛
〉

竹
束
タ
ケ
タ
バ

〈
一
束
　
車
ニ
仕
掛
／
タ
ル
ハ

一
輛
ト
云
〉

１０

幕マ
ク

〈
一
帖
ハ
陽
幕
陰
幕
合
テ
云
　
一
ッ
ハ
片
片
／
一
張
　
一
具

一
條
　
一
宇
　
一
口
〉

舩
ハ
一
走
不-

吉
ハ
／
一
張
〉

一
管
　
一
本
　
一
枝
　
俗
称
片
枝

一
對
ハ
二
本
ナ
リ



「二
ウ

１
　
鐡
砲
テ
ツ
ホ
ウ

〈
一
挺
　
一
口
／
一
門
〉

２
　
　
射
具
類

３
　
弓
〈
一
張
〉

弦
袋
〈
一
口
〉

４
　
弦
〈
一
條
　
二
十
條
為
二

一
桶
一ト

或
ハ

二
十
二
亦
十
二
　
二
十
八

／
倶
ニ

同
　
一
箱
ハ
三
十
八
筋
ナ
リ
　
草
鹿
ノ
時
ハ
ト
（
マ
マ
）

筋
／

５
　
　
ヲ
一
張
ト
云
百
手
ノ
時
ハ
十
二
筋
ヲ
一
張
ト
云
／
又
七
筋
ヲ
一
張
ト

云
時
ア
リ
〉

６
　
矢
〈
一
隻
　
一
枝
　
一
本
　
二
十
一
隻
為
二

一
腰
一ト

十
六
或
／
五

十
一
為
二

一
把
一

又
十
隻
為
二

一
具
ト

〉

７
　
的
矢
指
矢
〈
二
本
為
二

／
一
手
一

〉

征
矢
ソ

ヤ

〈
一
條
　
一
隻
　
又
／

二
十
五
條
為
二

一
腰
一ト

〉

８
　
雁
　
カ
リ
マ
タ

平
根
ヒ
ラ
ネ

〈
一
二
〉

尖
矢
ト
カ
リ
ヤ

鏑カ
フ
ラ矢

〈
一
條
〉

９
　
蟇
目
ヒ
キ
メ

〈
一
本
　
蟇
目
鏑
ハ
一
二
一
腰
ハ
四
本
／
一
把
ハ
二
十
一
本
　

一
束
ハ
四
十
本
〉

１０

的マ
ト

〈
一
枚
　
一
箱
ト
ハ
小
的
組
入
／
ヲ
云
凡
五
ッ
ナ
リ
〉

ユ
カ
ケ〈
一
指
〉

「三
オ

１
　
胡
□
ヤ
ナ
グ
ヒ

〈
一
腰
　
一
具
／
一
口
〉

箙
エ
ビ
ラ
尻
籠
シ

コ

〈
一
腰
〉

鞴
ウ
ツ
ホ
〈
一
穂
　
一
枚
／
一
口
〉

２
　
弓
架
ユ
ミ
タ
テ

大ヲ
ホ
チ
カ
ラ
カ
ハ〈
一
被
　
／
立
弓
矢
則
稱
二

一
飾
ト

〉

３
　
　
刀
飾
類

４
　
鐔ツ
バ

〈
一
枚
〉

□
メ
ヌ
キ
〈
一
具
〉

縁
□

フ
チ
カ
シ
ラ
〈
一
〉

５
　
柄
鮫
サ

メ

〈
一
本
〉

笄
コ
ウ
ガ
イ小
柄
小
刀
〈
一
本
〉

下
緒
〈
一
條
〉

６
　
　
鷹
具
類

７
　
策ム
チ

〈
一
條
〉

□
ユ
ガ
ケ
〈
一
指
〉

絛
ヲ
ホ
オ
〈
一
指
／
詞
ニ
ハ
一
條
〉

８
　
餌
簍
エ
フ
ク
ロ

〈
一
〉

脚
胖
ア
シ
オ

□ヘ
オ

〈
一
指
／
詞
ニ
ハ
一
柄
〉

９
　
鈴ス
ヽ

〈
一
柄
〉

鈴
板
〈
一
枚
〉

１０

馬
具
類

「三
ウ

１

鞭
〈
一
條
　
一
本
／
古
或
ハ

稱
二ス

一
具
一ト

〉

〈
一
具
〉

大
腹
帶
〈
一
巻
〉

２
　
手
綱
〈
一
條
／
腹
帶
ヲ
副
テ
一
具
ト
云
〉

三
尺
繩
〈
一
條
〉

３
　
鞍
〈
一
口
　
一
具
／
一
背
シ
バ
リ
タ
ル
ヲ
云
〉
鞍
橋
ク
ラ
ホ
ネ

〈
一
具
　
一
架
〉

４
　
鞍
覆
ヲ
ホ
ヒ

〈
一
敷
　
一
掛
／
又
一
ッ
ト
モ
〉
□
シ
ホ
デ

捕
付

ト
ツ
ツ
ケ

物
付
モ
ツ
ツ
ケ

〈
一
搦
〉

５
　
鐙
〈
一
足
　
一
掛
／
一
隻
　
一
具
〉

銜
ク
ツ
ワ
〈
一
口
□（ママ）

一
□
／

一
具
〉

板
馬
氈

イ
タ
バ
セ
ン

〈
一
枚
〉

６
　
逆
□

チ
カ
ラ
カ
ハ

〈
一
登
　
一
具
〉

□
ハ
ツ
ナ
ム

□
ナ
カ
ハ

小
口
繩
〈
一
間
〉

轡
束
タ
ス
ケ

〈
一
懸
〉

７
　
□ヲ

モ
カ
ヒ
ム

□ナ
カ
ヒ
シ
リ

鞦カ
ヒ
〈
一
具
　
一
掛
／
一
巻
〉

□
キ
ツ
ヽ
ケ〈
一
具
不
レ

着
二

于
／
鞍
一ニ

者
稱
二

一
口
一ト

〉

８
　
障
泥
ア
ヲ
リ

〈
一
指
　
一
具
／
一
掛
〉

馬
衣
バ
キ
ヌ

〈
一
枚
　
一
服
〉

馬
裸
ム
マ
ハ
タ

〈
一
肌
〉

９
　
追
綱
〈
一
筋
〉

馬
櫛
マ
ク
シ

〈
一
刷
　
一
枚
〉

厩
幕

ム
マ
ヤ
マ
ク

〈
一
張
〉

１０

帛
服
類

「四
オ

１
　
御
衣
〈
一
領
／
一
具
〉

袍ハ
ウ

〈
一
領
〉

帶
　
〈
一
條
〉

２
　
冠
カ
フ
リ

□ヲ
ヒ
カ
ケ

頭ヅ-

巾キ
ン

巾コ-

子ジ

〈
一
條
／
頭
巾
ハ

一
枚
〉

烏
帽
子
〈
一
頭
〉

３
　
包
頭
ハ
チ
マ
キ

〈
一
頭
〉

上
下
〈
一
具
〉

袴
〈
一
對
　
一
下
／
一
腰
〉

４
　
小
袖
〈
一
／
一
重
ト
ハ
二
〉

袷
單
物
帷
子
被
衣
〈
一
領
〉

５
　
行
騰
ム
カ
ハ
キ

〈
一
懸
　
一
具
〉

脚
纏
ハ
ヾ
キ

〈
一
具
〉

足
袋
〈
一
足
　
一
双
〉

６
　
巻
物
マ
キ
モ
ノ

〈
一
巻
　
一
端
〉
絹
紬
布
〈
一
端
二
端
ヲ

／
為
二

一
疋
一ト

〉

羅
紗
ラ
シ
ヤ

〈
一
間
〉

７
　
綿
〈
一
把
〉

〈
一
條
〉

８
　
　
藉
物
頭

（
マ
マ
）
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９
　
毛
氈
モ
ウ
セ
ン

〈
一
枚
　
一
陳
〉

敷
皮
シ
キ
カ
ワ

〈
一
敷
〉

床
几
シ
ヤ
ウ
ギ

〈
一
脚
　
一
敷
〉

１０

圓
座
エ
ン
ザ

〈
一
枚
〉

疊
タ
ヽ
ミ
〈
一
帖
　
一
枚
〉

風
呂
敷
〈
一
條
〉

「四
ウ

１
　
薦コ
モ

莚ム
シ
ロ〈

一
枚
　
一
鋪
〉

藺
席
コ

ザ

〈
一
枚
　
一
帖
／
一
陳
〉

地
敷
チ
シ
キ

〈
一
枚
〉

２
　
　
臥
具
類

３
　
枕
〈
一
枚
　
一
基
〉

蚊
帳
〈
一
張
　
一
垂
／
一
條
〉

夜
著
〈
一
領
〉

４
　
蒲
團
〈
一
枚
〉

襖
〈
一
領
〉

茵
シ
ト
ネ

〈
一
枚
　
一
條
／
一
具
〉

５
　
　
僧
具
類

６
　
舎
利
シ
ヤ
リ

塔タ
ラ

□（ママ）
經
臺
キ
ヤ
ウ
タ
イ〈
一
基
〉

如
意
ニ
ヨ
イ

〈
一
柄
　
一
枚
〉

蠅
拂
錫
杖

ハ
イ
バ
ラ
ヒ
シ
ヤ
ク
ヂ
ヤ
ウ
〈
一
枚
／
拂
子
一
柄
〉

７
　
念
珠
ス

ヾ

〈
一
貫
　
一
連
／
一
本
ニ

珠
數
□
（
マ
マ
）

〉
卓
圍
ウ
チ
シ
キ

〈
一
張
〉

直
綴
ヂ
キ
ト
ツ

〈
一
領
〉

８
　
手
巾
シ
ユ
キ
ン

〈
一
條
〉

袈
裟
ケ

サ

〈
一
領
　
一
帖
　
一
頂
／
一
具
　
一
張
〉

９
　
坐
具
〈
一
枚
　
一
條
／
一
具
　
一
張
〉

１０

金
玉
類

「五
オ

１
　
樽
代
タ
ル
タ
イ

〈
此
即
チ

錢
ナ
リ
俗
ニ
青
銅
ト
云
一
貫
文
ヲ

称
二ス

百
疋
一ト

○
按
／
按（
マ
マ
）金
銀
亦
与
レ

錢
無
レ

異
然
古
來
称
二ス
ル
ハ

樽-

代
一

者
錢
而
已
〉

２
　
金
銀
キ
ン
ギ
ン

〈
謂
二

金
一
枚
二
枚
一

者
大
判
ナ
リ
一
兩
二
兩
ト
イ
フ
ハ
／

小
判
ナ
リ
　
小
判
ハ
一
枚
二
枚
ト
称
セ
ス
銀
ハ
一
枚
／

３
　
　
ト
イ
フ
今
俗
或
ハ
金
一
分
為
二

百
疋
一

以
二

金
三
分
一

充
二

銀
一
／
枚
ニ一

但
通
礼
ニ
ハ
非
ス
今
畿
内
ハ
四
十
三
文
目
ナ
リ
〉

４
　
珠
玉
〈
一
顆
／
一
丸
〉

５
　
　
家
具
類

６
　
長
持
ナ
ガ
モ
チ

〈
一
枝
一
掉（
マ
マ
）／
一
枝
ハ
二
〉

櫃ヒ
ツ

〈
一
棹
　
一
架
〉

長
櫃
〈
一
合
〉

７
　
簟タ
ン
（
箪
）
笥ス

〈
一
〉

衣
桁
イ
カ
ウ

〈
一
架
〉

手
拭
掛

テ
ヌ
グ
ヒ
カ
ケ
〈
一
飾
〉

８
　
屏
風
〈
片
枝
　
□（
マ
マ
）架
　
一
帖
／
二
ハ

一
雙
〉

几
帳
キ
チ
ヤ
ウ

〈
一
基
〉

９
　
簾
ス
ダ
レ

〈
一
張
　
一
連
〉

御
厨
子

ミ

ヅ

シ

〈
一
基
〉

十
二
手

ジ
フ
ニ
ノ
テ-

匣バ
コ

〈
一
合
〉

１０

行
器
ホ
カ
ヰ

葛
籠
ツ
ヾ
ラ

〈
一
荷
／
一
ハ

片
枝
〉

重
匣
チ
ウ
バ
コ

〈
一
組
　
一
提
〉

食
籠
シ
キ
ロ
ウ

〈
一
具
〉

「五
ウ

１
　
折ヲ
リ

〈
一
合
〉

盃
盃
臺
〈
書
翰
數
ヲ
イ
ハ
ス
繪
樣

ヲ
書
／
ナ
リ
称
二ス

盞
幾-

口
ト二
（
マ
マ
）〉

２
　
土
器
カ
ハ
ラ
ケ

〈
一
口
　
一
枚
〉

銚
子
テ
ウ
シ

〈
一
／
共
レ

提ヒ
サ
ゲ
ト

謂
二

一
具
一ト

〉

樽
〈
一
樽
／
一
荷
ハ
二
〉

３
　
椀
茶
ワ
ン
チ
ヤ-

椀
皿
ワ
ン
サ
ラ

沙サ-

鉢ハ
チ

〈
一
口
〉

壺
花
瓶

ツ
ホ
ク
ハ
ヒ
ン
〈
一
瓶
　
一
口
／
一
壺
〉

４
　
切
立
〈

キ
リ
タ
リ
（
マ
マ
）

一
對
〉

臺ダ
イ-

子ス

〈
一
飾
〉

風
爐
フ

ロ

〈
一
居
／
一
具
〉

５
　
釜
〈
一
口
〉

箸
火
箸
〈
一
揃
／
一
具
〉

烟
管
キ
セ
ル

〈
一
本
／
二
本
ハ
對
〉

６
　
烟-

艸

タ

ハ

コ-

盆ボ
ン

〈
一
面
〉

鏡
〈
一
面
〉

剃カ
ミ-

刀
ソ
リ

〈
一
口
／
詞
ニ
ハ
一
丁
〉

７
　
砥ト

〈
一
挺
　
一
顆
／
又
青
砥
称
一
枚
〉

脇ケ
フ-

息
ソ
ク

〈
一
脚
〉

砧
キ
ヌ
タ
〈
一
枚
〉

８
　
連
臺
レ
ン
タ
イ

〈
一
飾
〉

９
　
　
夜
用
類

１０

燈
臺
〈
一
基
　
一
本
／
一
具
〉

提
燈
テ
ウ
チ
ン

行
燈
燈
籠
〈
一
張
〉

「六
オ

１
　
燈
樓
〈
一
基
〉

蝋
燭
〈
一
挺
〉

松
明
タ
イ
マ
ツ

〈
一
帶
　
一
把
／
一
束
〉

２
　
　
塗
用
類

３
　
傘
〈
一
本
　
一
張
〉

笠
〈
一
蓋
　
一
枚
〉

鞜
〈
一
足
　
一
兩
／
一
双
〉



４
　
草
履
木
履
〈
一
足
〉

５
　
　
乗
載
類

６
　
駕
輿
〈
一
丁
／
輿
一
具
〉

車
〈
一
輛
〉

舩
〈
一
艘
　
一
隻
〉

７
　
　
菜
果
類

８
　
大
根
〈
一
本
　
十
本
為
二

一
束
一ト

或
ハ

數
不
レ

定
／
一
折
ハ
総
數
ヲ

イ
フ
數
不
レ

定
〉
瓜
茄

ウ
リ
ナ
ス
ビ

〈
一
ッ
一
顆
／
甜
瓜
十
ヲ

謂
二

一
頭
一ト

〉

９
　
牛-
旁

コ
バ
ウ

胡-
蘿-

蔔

ニ

ン

ジ

ン

獨-

活
ウ

ド

蕨ワ
ラ
ヒ〈
一
把
／
獨
活
ハ
一
本
二
本
ト
モ
イ

フ
〉（「
ト
モ
」
は
合
字
）

１０

昆
布
〈
一
連
　
一
折
〉

果
タ
タ
（
マ
マ
）
モ
ノ

〈
一
顆
　
一
〉

梨ナ
シ

〈
一-

圓
〉

「六
ウ

１

艸
木
類

２
　
木
〈
一
枝
　
一
朶
／
一
本
　
一
株
〉

艸
〈
一
莖
〉

花
〈
一
葉
　
一
本
／
一
輪
〉

３
　
　
飲
食
類

４
　
索
麪
ソ
ウ
メ
ン

〈
一
把
〉

饅マ
ン-

頭
□
ジ
ユ
モ
チ

〈
一
團
〉

茶
〈
一
袋
　
一
封
〉

５
　
烟
艸
タ
バ
コ

〈
一
把
〉

肴
〈
一
種
〉

肉
味
〈
一

〉

６
　
　
魚
介
類

７
　
諸
魚
〈
一
喉
　
一
丙
／
一
尾
　
一
折
〉〈
魚
七
ッ
マ
テ
ハ
員
数
ヲ
書

ベ
シ
八
ッ
以
／
上
一
折
ト
書
ク
〉

８
　
　
按
一-

丙
ノ

之
称
今-

世
不
レ

用
如
二

一-

喉
一-

尾
一ノ

亦
非
二

礼

家
之
通-

／
称
一

也
平-

常
或
ハ

吉-

嘉
之-

饋
モ
ノ

書
二

一
ッ
二
一ト

９
　
　
可
ナ
リ

但
隨
レ

物
而
有
二

異
称
一

／
各
見
レ

下
ニ

〉

鯛
〈
一
枚
〉

鯉
〈
一
折
〉

１０

鮒
〈
一
枚
　
一
折
〉

鮭サ
ケ

〈
一
尺
　
一
隻
〉

鱒マ
ス

鰈
カ
レ
イ
〈
一
枚
〉

「七
オ

１

鯔
ナ
ヨ
シ

鱸ス
ヽ
キ

鰤ブ
リ

□-

魚

サ

ヨ

リ

鰻-

□

ウ

ナ

ギ

鰆サ
ハ
ラ

鱈タ
ラ

鰹カ
ツ
ヲ〈
一
本
〉

年
魚
ア

ユ

〈
一
〉

２
　
烏-

賊
イ

カ

蛸タ
コ

〈
一
杯
〉

蝦エ
ビ

〈
一
折
〉

挾
鯖
サ
シ
サ
バ

〈
一
挾
〉

３
　
鯣
ス
ル
メ

鰹
節
カ
ツ
ホ
ブ
シ〈
一
連
／
一
折
〉

水-

母

ク

ラ

ゲ

〈
一
桶
／
一
本
ニ

海
月
〉

簀
巻
ス
マ
キ

〈
一
巻
〉

４
　
諸
貝
シ
ヨ
バ
イ

〈
一
折
　
一
鉢
／
一
籠
蛤

一
杯
蚫

〉〈
貝
類
七
ッ
マ
テ
ハ
員
数
ヲ

書
ク

八
ッ
以
／
上
ハ

／
一
折
一
鉢
ト
カ
ク
ベ
シ
〉

５
　
蚫
ハ

一
杯
二
杯
ト
書
テ
ヨ
シ
／
蛤
ハ

何
ニ
入
テ
モ
一
籠
ト
書
ナ
リ
〉

熨
斗
蚫
〈
一
本
不
レ

書
二

／
一
把
一ト

幾
本
〉

６
　
　
鳥
獣
類

７
　
諸
鳥
シ
ヨ
テ
ウ

〈
一
隻

一
翼

一
頭

一
翅

雌
雄
合
セ

テ
番
ト
云
／
鳥
ノ
數
一

番
ト
カ
ク
祝
言
ノ
時
用
ユ

常
ハ
一
二
ト
書
〉

８
　
掛
鳥
カ
ケ
ト
リ

〈
一
掛
〉

□ウ

□
〈
一
羽
〉

鷹
〈
一
聯
　
一
居モ
ト

／
一
連
一
本
一

９
　
　
一
本
ハ
大
鷹
一
巣
ハ

鷹
三
モ
ト
ヨ
リ
内
ハ
連
ノ

字
ヲ
／
カ
ヽ
ズ
禁

將
ヨ
リ
外
ハ
本
ノ

字
ナ
ラ
ズ
　
大
君
樣
ヘ
被
（
二
）

／
召

１０

上
一

候
ハ
此
方
ヨ
リ
モ
コ
ノ
本
ヲ
カ
ク
ナ
リ
大
鷹
ハ
／
大
君
樣
ノ
御

鷹
ナ
リ
〉

「七
ウ

１
　
鷹
尾
〈
一
尻
　
一
尾
／
尾
羽
揃
テ
一
鳥
ト
云
〉

鳥
羽
〈
一
枚
　
一
莖
〉

２
　
鷹
之
犬
〈
一
牙
〉

兎
〈
一
ッ
ハ
片
耳
二
ッ
ハ
／
一
耳
〉

鹿
野
猪

シ
カ
ヰ
ノ
シ
ヽ
〈
一
蹄
／
一
頭
〉

３
　
馬
〈
一
疋
〉

革
〈
一
枚
　
一
條
／
一
張
〉

４
　
　
雜
品
類

５
　
網ア
ミ

〈
一
帖
〉

鍬
鋤
ク
ハ
ス
キ

〈
一
丁
　
一
口
〉

繩
〈
一
條
　
一
把
／
一
束
〉

６
　
綱ツ
ナ

〈
一
條
〉

荷
物
ニ
モ
ツ

〈
一
箇
／
馬
ニ
ハ
一
駄
〉

柴
薪
〈
一
把
　
一
束
〉

７
　
材
木
〈
一
木
　
一
根
〉

榑
ク
（
マ
マ
）
ル
キ

〈
一
丁
　
一
村
〉

８
９
（
二
行
空
白
）

１０

品
物
名
數
抄
終

松
沢
老
泉
著
『
品
物
名
数
抄
』
に
つ
い
て
（
三
保
）
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四
、
考
察
１

右
は
、
ま
さ
し
く
「
助
数
詞
」
の
用
法
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
に
書
状

類
に
お
け
る
礼
法
の
一
つ
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
本
文
中
に
、
次
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
が
あ
る
。

「
家
具
類
」
の
条
に
、「
盃

盃
臺
〈
書
翰
數
ヲ
イ
ハ
ス
繪
樣
ヲ
書
／
ナ
リ
称
二ス

盞
幾-

口
ト二

（
マ
マ
）
〉」

「
魚
介
類
」
の
条
に
、「
諸
魚
〈
一
喉
　
一
丙
／
一
尾
　
一
折
〉〈
魚
七
ッ
マ
テ
ハ
員
数

ヲ
書
ベ
シ
八
ッ
以
／
上
一
折
ト
書
ク
〉

按
一-

丙
ノ

之
称
今-

世
不
レ

用
如
二

一-

喉
一-

尾
ノ一

亦
非

二

礼
家
之
通-

／
称
一

也
平-

常
或
ハ

吉-

嘉
之-

饋
モ
ノ

書

二

一
ッ
二
ト一

」

「
諸
貝
シ
ヨ
バ
イ

〈
一
折
　
一
鉢
／
一
籠
蛤

一
杯
蚫
〉〈
貝
類
七
ッ
マ
テ

ハ
員
数
ヲ
書
ク

八
ッ
以
／
上
ハ

／
一
折
一
鉢
ト
カ
ク
ベ
シ
〉」

「
蚫
ハ

一
杯
二
杯
ト
書
テ
ヨ
シ
／
蛤
ハ

何
ニ
入
テ
モ
一
籠
ト
書

ナ
リ
〉」

「
熨
斗
蚫
〈
一
本
不

書
二

／
一
把
ト一

幾
本
〉」

「
鳥
獣
類
」
の
条
に
、「
諸
鳥
シ
ヨ
テ
ウ

〈
一
隻
　
一
翼
　
一
頭
　
一
翅
　
雌
雄
合
セ

テ
番
ト

云
／
鳥
ノ
數
一
番
ト
カ
ク
祝
言
ノ
時
用
ユ

常
ハ
一
二
ト
書
〉」

「
鷹
〈
一
聯
　
一
居モ
ト
／
一
連
一
本
一

一
本
ハ
大
鷹
一
巣
ハ

鷹
三
モ
ト
ヨ
リ
内
ハ
連
ノ

字
ヲ
／

カ
ヽ
ズ
禁
將
ヨ
リ
外
ハ
本
ノ

字
ナ
ラ
ズ
　
大
君
樣
ヘ
被

（
二
）

／
召
上
一

候
ハ
此
方
ヨ
リ
モ
コ
ノ
本
ヲ
カ
ク
ナ
リ
大
鷹

ハ
／
大
君
樣
ノ
御
鷹
ナ
リ
〉」

こ
れ
ら
か
ら
し
て
、
本
書
は
、
書
状
・
折
紙
・
目
録
な
ど
に
お
け
る
進
物
の
数
量
表
現

に
つ
き
、
そ
の
言
葉
遣
い
や
文
字
用
法
を
説
く
書
札
礼
で
あ
る
と
知
れ
よ
う
。
単
に
助
数

詞
用
法
を
示
す
だ
け
で
、
一
々
、「
…
ト
書
ク
」「
…
ト
書
カ
ズ
」
と
は
見
え
な
い
条
も
あ

る
。
全
体
的
に
は
こ
の
方
が
多
い
が
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
本
書
執
筆
上
の
基
本
的
姿
勢

が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

「
鷹
具
類
」
の
条
に
、「
絛
ヲ
ホ
オ
〈
一
指
／
詞
ニ
ハ
一
條
〉」

「
脚ア
シ

胖オ

□ヘ
オ

〈
一
指
／
詞
ニ
ハ
一
柄
〉」

「
家
具
類
」
の
条
に
、「
剃-

刀

カ
ミ
ソ
リ

〈
一
口
／
詞
ニ
ハ
一
丁
〉」

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
「
詞
ニ
ハ
…
」
と
は
、
書
記
語
に
対
す
る
口
頭

語
･
俗
語
を
示
し
た
も
の
ら
し
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
書
記
語
を
基
調
と
す

る
文
脈
の
な
か
の
付
加
情
報
に
過
ぎ
な
い
。

五
、
考
察
２

本
書
（
品
物
名
数
抄
）
の
、
後
代
へ
の
影
響
と
し
て
、
次
が
指
摘
で
き
る
。

東
書
文
庫
蔵
『
新
板
用
文
章

（
し
ん
は
ん
よ
う
ぶ
ん
し
よ
う
）
』
一
冊
は
数
多
い
例
文
集
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
刊

行
部
数
・
刊
行
者
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
刊
記
が
な
く
、
そ
の
刊
行
年
次
も
不
詳
で
あ
る

が
、
後
表
紙
見
返
し
に
「
和漢

御
書
物
古
本
賣
買
所
」
と
し
て
「
書
肆
　
　
心
斎
橋
通
唐
物

町
／
河
内
屋
太
助
」
の
書
肆
紹
介
・
広
告
が
あ
る
。
河
内
屋
太
助
は
、
天
明
（
一
七
八
一

〜
一
七
八
九
）
頃
に
開
業
し
た
大
阪
の
板
元
・
売
出
元
で
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か

ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
営
業
期
間
が
知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、『
新
板
用
文
章
』

は
江
戸
後
期
（
一
九
世
紀
前
半
）、
大
阪
に
お
け
る
出
版
物
か
と
見
受
け
ら
れ
る
。
本
書

後
半
に
は
、
預
か
り
手
形
・
預
か
り
銀
証
文
な
ど
の
例
文
が
見
え
、「
銀
」「
銀
子
」
の
用

語
が
散
見
す
る
。

『
新
板
用
文
章
』
の
頭
書
欄
に
は
、「
書
札
し
よ
さ
つ

認

様

し
た
ゝ
め
や
う
の
心
得
こ
ゝ
ろ
ゑ

」
か
ら
「
服
忌
令

ぶ
く
き
れ
う

」
ま
で
、

庶
民
の
書
記
生
活
に
お
け
る
諸
種
の
参
考
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
内
の
一
つ

に
「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う
」
と
題
す
る
一
節
が
あ
る
。
や
は
り
、
多
く
の
対
象
物
を
あ
げ
て
そ
の

助
数
詞
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
先
の
小
著
に
お
い
て
紹
介
し

た
。
そ
の
助
数
詞
用
法
に
は
、
他
の
資
料
に
見
え
る
と
こ
ろ
と
多
分
に
異
な
る
様
相
が
認

め
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
分
類
方
法
も
、
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
も
の
で
あ
る
こ
と

に
強
く
興
味
を
引
か
れ
た
が
、
そ
の
編
纂
事
情
や
背
後
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
未
詳
と

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う
」
と
題
す
る
一
節
は
、
今
の
松
沢
老
泉
の
著
作
『
品

物
名
数
抄
』
一
冊
と
、
ま
ず
、
基
本
的
に
は
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
両
者
の
間
の
影
響
関

係
は
明
白
で
あ
る
。
但
し
、
照
合
す
る
と
、
後
者
に
あ
っ
て
前
者
に
な
い
分
類
項
目
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
項
目
名
だ
け
の
こ
と
で
な
く
、
そ
こ
に
属
す
る
語
彙
群
全
体
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
。
次
に
、『
品
物
名
数
抄
』
の
分
類
項
目
を
列
記
し
な
が
ら
（
項
目
名
の
内
、

後
者
の
「
藉
物
頭
」「
夜
用
類
」
は
前
者
に
「
藉
物
類
」「
夜
具
類
」
と
あ
る
）、
そ
れ
が
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前
者
に
も
あ
れ
ば
○
印
、
な
け
れ
ば
×
印
を
付
す
。

○
文
具
類
　
　
×
楽
器
類
　
　
×
玩
器
類
　
　
○
佩
用
類
　
　
×
武
具
類

×
射
具
類
　
　
○
刀
飾
類
　
　
×
鷹
具
類
　
　
×
馬
具
類
　
　
○
帛
服
類

○
藉
物
頭
　
　
○
臥
具
類
　
　
×
僧
具
類
　
　
×
金
玉
類
　
　
○
家
具
類

○
夜
用
類
　
　
○
途
用
類
　
　
○
乗
載
類
　
　
×
菜
果
類
　
　
×
艸
木
類

×
飲
食
類
　
　
○
魚
介
類
　
　
○
鳥
獣
類
　
　
×
雑
品
類

両
者
間
の
影
響
関
係
と
し
て
は
、
Ａ
老
泉
著
作
の
『
品
物
名
数
抄
』
を
踏
ま
え
て

「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う

」
を
作
っ
た
か
、
ま
た
は
、
Ｂ
「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う

」
を
増
補
し
て
『
品
物
名

数
抄
』
を
著
作
し
た
か
、
の
い
ず
れ
か
と
な
ろ
う
が
、
採
る
べ
き
は
Ａ
で
あ
ろ
う
。「
武

具
類
」「
射
具
類
」「
鷹
具
類
」「
馬
具
類
」「
僧
具
類
」
な
ど
は
、
武
家
・
僧
家
に
関
わ
る

も
の
で
あ
り
、
町
家
の
庶
民
階
層
に
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ら
で
は
、
せ
い
ぜ
い
、

「
佩
用
類
」「
刀
飾
類
」
で
事
足
り
る
と
し
て
削
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
楽
器
類
」「
玩
器

類
」
や
「
菜
果
類
」「
艸
木
類
」「
飲
食
類
」「
雑
品
類
」
な
ど
も
外
さ
れ
て
い
る
。
是
非

に
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
金
玉
類
」
は
、
多
く
金
銭
に
関
す
る
も
の

だ
が
、
や
や
理
屈
に
過
ぎ
る
の
で
外
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
鳥
獣
類
」
の
末
尾
に
「
馬

〈
一
疋
〉」
と
あ
っ
た
も
の
も
外
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。右

は
、
分
類
項
目
の
面
か
ら
照
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
○
印
の
項
目
下
の
語
に
も
大

小
の
差
異
が
あ
る
。→

印
の
上
に
『
品
物
名
数
抄
』
の
語
形
、
ま
た
は
、
語
順
を
示
し
、

下
に
「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う

」
の
そ
れ
を
示
す
。
…
印
は
、
省
略
部
を
示
す
。
振
り
仮
名
は
省

く
。

「
文
具
類
」

…
・
書
状
・
書
籍
・
懐
紙
・
巻
物
・
掛
物→

　
…
・
書
状
・
懐

紙
・
巻
物
・
掛
物
・
書
物

「
佩
用
類
」

…
・
印
籠
巾
著
緒
卜
根
著
・
櫛
・
髪
掻→

　
…
・
櫛
・
髪
掻

・
印
篭
巾
着
緒
〆
根
着

「
帛
服
類
」

「
冠

頭
巾
巾
子
」「
脚
纏
」「
巻
物
」

→

　
（
こ
れ
ら
の
語

は
な
い
）

「
藉
物
頭
」

…
・
薦
莚
・
藺
席
・
地
敷
　→

　
…
・
薦
莚
・
地
敷
・
藺
席

「
臥
具
類
」

…
・
蚊
帳
・
夜
着
・
…
・
茵
　→

　
…
・
夜
着
・
蚊
帳
・
…
・
褥

「
家
具
類
」

…
・
長
持
・
櫃
・
長
櫃
・
簟
（
箪
）

笥
・
衣
桁
・
手
拭
掛
・
屏
風
・
几

帳
・
簾
・
御
厨
子
・
十
二
手
匣
・
行
器
葛
籠
・
重
匣
・
食
籠
・
折
・

盃
盃
臺
・
土
器
・
銚
子
・
樽
・
椀
茶
椀
皿
沙
鉢
・
壺
花
瓶
・
切
立
・

臺
子
・
風
爐
・
釜
・
箸
火
箸
・
烟
管
・
烟
艸
盆
・
鏡
・
剃
刀
・
砥
・

脇
息
・
砧
・
連
臺

→

　
長
持
・
櫃
・
衣
桁
・
手
拭
掛
・
几
帳
・
屏

風
・
簾
・
御
厨
子
・
箪
笥
・
長
櫃
・
十
二
手
匣
・
重
匣
・
行
器
葛

籠
・
食
籠
・
折
・
土
器
・
切
立
・
銚
子
・
椀
茶
椀
皿
鉢
・
樽
・
壺
花

瓶
・
臺
子
・
風
炉
・
釜
・
箸
火
箸
・
烟
艸
盆
・
砧
・
鏡
・
剃
刀
・

砥
・
脇
息

（
右
の
場
合
、
語
順
が
大
き
く
異
な
り
、
傍
線
部
の
語
は
「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う
」

に
な
い
）

「
夜
用
類
」

…
燈
籠
・
燈
楼
・
蝋
燭
…
　→

　
燈
篭
・
蝋
燭

「
魚
介
類
」

諸
魚
・
鯛
・
鯉
・
鮒
・
鮭
・
鱒
鰈
・
鯔
鱸
鰤

魚
鰻

鰆
鱈
鰹
・
年

魚
・
烏
賊
蛸
・
蝦
・
挾
鯖
・
鯣
鰹
節
・
水
母
・
簀
巻
・
諸
貝

〈
蛤
・
蚫
〉
・
熨
斗
蚫
　→

　
諸
魚
・
鮒
・
鯛
・
鯉
・
鮭
・
鱒
鰈
・

鮎
・
鯔
鱸
鰤

魚
鰆
鰻

鱈
鰹
・
烏
賊
蛸
・
蝦
・
挾
鯖
・
鯣
鰹
節
・

水
母
・
蛤
・
蚫
・
熨
斗
蚫

各
対
象
語
の
下
の
双
行
割
り
書
の
条
に
は
助
数
詞
の
用
法
が
示
さ
れ
、
こ
こ
に
も
大
小

の
差
異
が
あ
る
が
省
略
す
る
。
ま
た
、
こ
の
他
、「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う

」
の
場
合
、
そ
の
項
目

名
と
対
象
語
に
は
平
仮
名
総
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
点
も
、『
品
物
名
数
抄
』
と
相
異
す

る
（『
品
物
名
数
抄
』
で
は
、
難
し
そ
う
な
対
象
語
に
片
仮
名
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い

る
）。以

上
を
総
合
す
れ
ば
、「
諸
品
物
名
数

し
よ
し
な
も
の
め
い
す
う

」
は
、
老
泉
著
作
『
品
物
名
数
抄
』
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
の
も
の
で
は
な
く
、
町
家
の
日
常
的
な
書
札
類
に

必
要
な
助
数
詞
類
を
中
心
に
取
捨
選
択
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

『
品
物
名
数
抄
』
は
、
も
っ
ぱ
ら
助
数
詞
用
法
に
関
す
る
専
門
書
で
あ
る
。
助
数
詞
の

対
象
に
よ
る
分
類
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
助
数
詞
そ
の
も
の
を
考
え
よ
う
と
し
た
わ
け

で
な
い
が
、
そ
の
用
法
に
焦
点
を
当
て
た
と
い
う
点
、
特
殊
な
著
述
で
あ
る
。
尾
張
の
岡
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田
挺
之
に
『
物
数
称
謂

ぶ
つ
す
う
し
よ
う
い

』（
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉
自
序
刊
）
と
い
う
編
著
が
あ
る
。

こ
れ
も
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
が
、『
品
物
名
数
抄
』
は
、
日
本
人
の
言
語
生
活
を
前

提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

『
品
物
名
数
抄
』
の
意
義
を
解
明
す
る
上
で
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
本
稿
の
課
題

と
し
て
お
き
た
い
。

１
、
松
沢
老
泉
は
、
な
ぜ
、『
品
物
名
数
抄
』
を
著
作
し
た
か
。
そ
の
目
的
、
意
図
、
動

機
は
那
辺
に
あ
っ
た
か
。
書
記
生
活
上
の
資
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
を
も

っ
と
詳
し
く
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
、
彼
が
参
考
と
し
た
資
料
は
何
か
。
他
書
を
参
看
し
な
が
ら
編
集
、
編
纂
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
、
自
ら
の
工
夫
・
内
省
に
よ
る
も
の
か
。
す
べ
て
が
内
省
に
よ
る
も
の
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
先
行
資
料
を
探
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

注（
１
）
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
言
及
は
多
い
。
一
端
を
あ
げ
る
。
渡
辺
刀
水
「
松
沢
老
泉

の
「
堂
前
隠
宅
記
」」（『
書
誌
学
』、
第
六
巻
一
号
、
昭
和
一
一
年
一
月
）、
弥
吉
光

長
校
『
日
本
書
誌
学
大
系
25
松
沢
老
泉
資
料
集
』、
昭
和
五
七
年
八
月
、
青
裳
堂
書

店
。
森
川
彰
「
松
沢
老
泉
正
本
考
」、
大
谷
篤
蔵
編
『
近
世
大
阪
芸
文
叢
談
』、
昭
和

四
八
年
三
月
、
中
尾
松
泉
堂
・
赤
尾
照
文
堂
、
所
収
。

（
２
）
井
上
和
雄
編
『

書
賈
集
覧
』（
大
正
五
年
九
月
、
彙
文
堂
書
店
、
昭
和
五
三
年

六
月
、
言
論
社
）。

（
３
）
小
畑
詩
山
は
、
明
治
八
年
〈
一
八
七
五
〉
歿
、
行
年
八
二
歳
。『
慶
元
堂
記
』
は
、

老
泉
五
世
（
四
代
目
の
久
太
郎
か
）
の
後
の
慶
元
堂
泉
庄
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
、

摘
録
は
右
の
渡
辺
刀
水
「
松
沢
老
泉
の
「
堂
前
隠
宅
記
」」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
大
槻
如
電
は
、
仙
台
藩
儒
大
槻
磐
溪
の
長
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
名
は
清

修
、
字
は
念
卿
、
号
は
如
電
、
通
称
は
修
二
。
大
槻
文
彦
（
国
語
学
者
、『
大
言
海
』

の
編
集
者
）
の
兄
。
幼
く
し
て
漢
学
・
国
学
を
修
め
、
明
治
八
年
に
弟
文
彦
に
家
督

を
譲
っ
て
隠
居
し
、
仙
台
藩
『
新
撰
字
書
』
の
編
集
に
従
事
す
る
。
和
漢
洋
に
通
じ

た
博
学
家
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
音
楽
歌
曲
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
と
い
う
。
昭
和

六
年
（
一
九
三
一
）
歿
、
八
七
歳
。

（
５
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
『
彙
刻
書
目
外
集

い
こ
く
し
よ
も
く
が
い
し
ゆ
う

』
六
巻
に
は
、「
文
政
二
丁
卯
五
月
松

沢
老
泉
撰
」
の
「
自
叙
」
と
、
こ
の
前
に
亀
田
鵬
齋
の
「
序
」
と
が
あ
り
、
こ
の
末

尾
は
「
辛
巳
之

（
文
政
四
年
）

冬
／
鵬
齋
老
人
識
」
と
あ
る
。
出
版
は
、
文
政
四
年
冬
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
奥
付
に
は
「
東
京
下
谷
南
稲
荷
町
和
泉
屋
庄
次
郎

蔵
板
」
と
あ
る
。
こ
の
店
の
所
在
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
四
代
和
泉
屋
庄
次
郎
（
五

戒
庵
）
の
後
版
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
６
）
注
（
１
）
文
献
、
弥
吉
光
長
氏
に
よ
る
（『
日
本
書
誌
学
大
系
25
松
沢
老
泉
資
料

集
』、
四
五
八
頁
）。

（
７
）

坂
本
宗
子
編
『

板
元
別
書
籍
目
録
』（
昭
和
五
七
年
四
月
、
清
文
堂
、
二
四

頁
、
他
）。

（
８
）

注
（
１
）
文
献
、
森
川
彰
氏
に
よ
る
。

（
９
）

所
蔵
元
を
意
図
的
に
、
し
か
し
、
恣
意
的
な
形
で
伏
せ
た
も
の
で
、
結
局
、
某

氏
蔵
書
と
い
っ
た
こ
と
か
と
推
測
さ
れ
る
。
所
蔵
元
に
も
都
合
は
あ
る
わ
け
で
、
そ

の
実
名
を
伏
せ
る
こ
と
は
了
解
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
編
集
部
は
、
読

者
に
も
誠
実
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
途
半
端
な
形
で
表
示
さ
れ
る
と
、
読
者
は

無
意
味
な
努
力
を
強
い
ら
れ
る
。「
学
書
言
志
」
に
つ
き
、
そ
の
凡
例
に
は
、
所
蔵

元
の
意
向
に
よ
っ
て
明
細
は
省
く
と
で
も
明
記
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
１０
）
拙
著
『
日
本
語
助
数
詞
の
歴
史
的
研
究
　
近
世
書
札
礼
を
中
心
に
』（
二
○
○
○
年

一
月
、
風
間
書
房
）、
第
一
部
（
一
七
、
二
○
七
〜
二
二
八
頁
）。

享
保

以
後

慶
長

以
来


